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戦後７０年沖縄全戦没者追悼式における内閣総理大臣挨拶 

 

戦後７０年、沖縄全戦没者追悼式に臨み、沖縄戦において、戦場に斃れた御霊、戦禍

に遭われ亡くなられた御霊に向かい、謹んで哀悼の誠を捧げます。 

 先の大戦において、ここ沖縄の地は、国内最大の地上戦の場となりました。県民の平穏な

暮らしは、にわかに修羅の巷と変じ、豊かな海と緑は破壊され、二十万人もの尊い命が失

われました。戦火の只中で、多くの夢や希望を抱きながら倒れた若者たち、子どもの無事を

願いつつ命を落とした父や母たち。平和の礎に刻まれた多くの戦没者の方々が、家族の行く

末を案じつつ、無念にも犠牲となられたことを思うとき、胸塞がる気持ちを禁じ得ません。 

 私たちは、この不幸な歴史を深く心に刻み、常に思いを致す。そうあり続けなければなりま

せん。筆舌に尽くしがたい苦難の歴史を経て、今を生きる私たちが、平和と、安全と、自由と、

繁栄を、享受していることを、改めて、噛みしめたいと思います。 

 私はいま、沖縄戦から七十年を迎えた本日、全国民とともに、瞼を閉じて、沖縄が忍んだ、

あまりにも夥しい犠牲、この地に斃れた人々の流した血や、涙に思いを致し、胸に迫り来る

悲痛の念とともに、静かに頭を垂れたいと思います。 

 その上で、この七十年間、戦争を憎み、ひたすらに平和の道を歩んできた私たちの道のり

に誇りを持ち、これからも、国際平和の確立に向け、不断の努力を行っていかなくてはならな

いのだと思います。 

 美しい自然に恵まれ、豊かな文化を有し、アジアと日本をつなぐゲートウェイとしての沖縄。

イノベーションをはじめとする新たな拠点としての沖縄。沖縄は、その大いなる優位性と、限り

ない潜在力を存分に活かし、飛躍的な発展を遂げつつあります。沖縄の発展は、日本の発

展を牽引するものであり、私が、先頭に立って、沖縄の振興を、さらに前に進めてまいります。 

 沖縄の人々には、米軍基地の集中など、永きにわたり、安全保障上の大きな負担を担っ

ていただいています。この三月末に西普天間住宅地区の返還が実現しましたが、今後も引

き続き、沖縄の基地負担軽減に全力を尽くしてまいります。 

 結びに、この地に眠る御霊の安らかならんこと、御遺族の方々の御平安を、心からお祈りし、

私の挨拶といたします。 

 


